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東日本大震災の被災地では，長期に亘る断水被害の発生により，水の確保について非

常に困難な状況が生じた．このことが避難所生活等でストレスを抱える一因にもなり，

企業の事業継続にも重大な影響を与えることとなった．我が国の都市水供給は，あらゆ

る水使用用途に対し，その大半を飲用水供給システムである水道に委ねてきた．しかし

ながら，大規模な災害を想定した場合，発災直後から段階的に高まる生活用水・都市活

動用水の利用ニーズに応えるためには，水道水以外の水源を飲用以外の用途へ効果的に

配分し利活用することも必要となる．そのためには，災害時における水需給ギャップの

的確な推計が求められる．そこで，災害時における被災者及び被災事業者の水の潜在需

要量を使用用途毎・要求水質毎に推計し，対象地域における災害時期待水供給量とのバ

ランスをマクロ的に評価する手法を検討した． 
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